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問題のトラブルシューティング
この項では、HyperFlexのコンポーネントおよびプロセスで発生する可能性のある問題とそれ
らの問題の回避策について説明します。

クラスタのインストール、アップグレード、展開に関す

る問題

HX Data Platformインストーラが別の vCenterによって管理されている
ホストを表示する

Description

HX Data Platformインストーラが、別の vCenterで管理されているホストを表示します。

ホストを vCenterから削除すると、通常はそのホストのサマリー情報から managementServerIP
が削除されます。
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ホストの削除時にホストのサービスが実行されていなかった場合、vCenterはホストが削除さ
れた後もそのホストを表示し続けます。

アクション：vCenterを再起動する

vCenterを再起動すると、問題のホストは vCenterで表示されなくなるはずです。

HX Data Platformと UCS Manager間で異なる構成の設定
Description

ストレージクラスタのインストール、アップグレード、拡張プロセス実行時に、HX Data
Platformインストーラは入力された構成の設定とUCSManager内の設定を確認します。たとえ
ば次のシナリオで、不一致が生じる場合があります。

•検証や設定を適用できるようになるまでに、以前関連付けられていなかったサーバがそう
ではなくなることがあります。これらのサーバは関連付けを解除する必要があります。

• HX Data Platformストレージクラスタに以前関連付けられていたサーバを使用していま
す。これらのサーバは関連付けを解除する必要があります。

•既存のストレージクラスタの設定情報を手動で入力すると、エラーが生じやすくなりま
す。VLAN IDや LAN設定などの情報は、UCS Managerに表示される情報と一致している
必要があります。以前保存した設定ファイルを使用して設定をインポートしてください。

アクション：既存の設定をインポートする

ストレージクラスタのインストール、アップグレード、拡張を完了すると、設定を保存するオ

プションが利用できるようになります。このオプションを使ってクラスタの設定情報を保存

し、ストレージクラスタに変更を加える必要が生じたときは、ファイルに保存されている構成

の詳細情報をインポートします。

アクション：サーバの関連付けを解除する

UCSManagerを使ってサーバの関連付けを解除する手順については、『CiscoHyperFlexSystems
Getting Started Guide』を参照してください。簡単に手順を説明すると以下のようになります。

ステップ 1 UCS Managerで、[Associated]タブ > [node] > [Actions] > [Disassociate Server]の順に選択します。

ステップ 2 ノードの関連付けが解除されていることを確認し、[Unassociated]タブ > [node] > [Assoc State]の順に選択
します。[removing]の場合は移行状態です。

ステップ 3 ノードが関連付けの解除を完了していることを確認します。[AssocState]が [none]になるまで待機します。
[Assoc State]、[removing]のノードは選択しないでください。

FQDNによる DNSエラーでクラスタの作成に失敗する
Description
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ストレージクラスタのオブジェクトを識別するために完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定す
ると、クラスタの作成が失敗することがあります。通常は、指定したドメインネームサービ

ス（DNS）サーバが利用できないために起こります。

これは、ドメイン名または IPアドレスで識別する HX Data Platformインストーラオブジェク
トとして入力されるすべてのドメイン名オブジェクトに当てはまります。これには、vCenter
Server、ESXサーバ、コントローラ VMのアドレス、ストレージクラスタ管理またはデータ
ネットワークのアドレス、DNSサーバ、NTPサーバ、メールサーバ、または SSOサーバがあ
ります。

アクション: DNSサーバを確認する

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ VMのコマンドラインにログインします。たとえば、sshを使用します。

ステップ 2 指定された DNサーバが動作することを確認します。

a) DNSサーバの IPアドレスを確認します。

# nslookup <dns_server>

b) ストレージクラスタで使用するように設定されているすべての DNSサーバについて繰り返します。

ステップ 3 クラスタの作成に必要な各オブジェクトが、指定されたDNSサーバから解決できることを確認します。こ
れらのオブジェクトは、JSONファイルまたは HX DPインストーラ GUIフィールドを通じて指定されま
す。

a) クラスタオブジェクトの IPアドレスを特定します。

# nslookup <object> <dns_server>

<object>は、クラスタの設定で HX Data Platformインストーラに指定する可能性があるすべてのオブ
ジェクト、つまり、vCenter Server、ESXサーバ、コントローラ VMのアドレス、ストレージクラスタ
管理またはデータネットワークのアドレス、DNSサーバ、NTPサーバ、メールサーバ、SSOサーバ
などの FQDNまたは IPアドレスです。

b) クラスタの設定オブジェクトごとに繰り返します。

ステップ 4 手順 2または手順 3のいずれかが確認できない場合、HX Data Platform Installer GUIでは完全修飾ドメイン
名（FQDN）ではなく、IPアドレスのみを使用します。

オフラインアップグレードでのクラスタ起動コマンドエラー：ノー

ドを利用できません（Node Not Available）
Description

オフラインアップグレード後、VMware EAMの問題により、一部のコントローラ VMが再起
動しないことがあります。stcli start clusterコマンドが「Node not available」というエ

ラーを返します。

アクション：コントローラ VMの電源を手動でオンにして、ストレージクラスタを起動して
ください。
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ステップ 1 コントローラ VMの電源を手動でオンにします。

a) vSphere Webクライアントにログインします。
b) 電源がオンになっていないコントローラ VMを見つけ出します。

ナビゲータで [vCenter Inventory Lists] > [Virtual Machines] > [vm]を選択します。

ストレージコントローラ VMの名前には、stCtlVMというプレフィックスが付きます。

c) 右クリックするか、または [Actions]メニューから、[Power] > [Power On]を選択します。
d) すべてのストレージコントローラ VMの電源がオンになるまで、この手順を繰り返します。

ステップ 2 ストレージクラスタを再起動します。

a) 任意のコントローラ VMのコマンドラインにログインします。
b) コマンドを実行します。

# stcli cluster start

HXプラグインの導入後に vSphere Replicationプラグインが失敗する
Description

このエラーは、HXData Platformプラグインをインストールした後に vSphere Replicationプラグ
インをインストールすると発生します。最初に vSphere Replicationプラグインをインストール
してから、HX Data Platformプラグインをインストールすることを推奨します。

アクション：HX Data Platformプラグインの登録を解除する

このタスクでは、HX拡張機能を vCenter Managed Obejct Browser（MOB）から削除します。

始める前に

1. vSphere Replicationプラグインを vCenter MOBから削除します。

2. vSphere Replication仮想マシンを vCenterインベントリから削除します。

3. HX vCenterクラスタを vCenterデータセンターから削除します。

ステップ 1 まだの場合、vSphere ESX Agent Manager SDKをダウンロードします。

ステップ 2 VCenterから HyperFlexクラスタオブジェクトを削除します。

ステップ 3 vCenterサーバMOB拡張マネージャにログインします。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/mob/moid=ExtensionManager&doPath=extensionList

b) ログインクレデンシャルを入力します。
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ステップ 4 vCenter Server MOB拡張マネージャで、MOBと、削除したクラスタに関連付けられている拡張機能を表示
します。

a) rootFolderを見つけて (Datacenters)リンクをクリックします。

[Data Object Type: ServiceContent]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列に示されているリン
クをクリックします。

b) childEntityを見つけて (datacenter_name)リンクをクリックします。

[Managed Object Type: ManagedObjectReference:Folder]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列
に示されているリンクをクリックします。

c) hostFolderを見つけて (host)リンクをクリックします。

[ManagedObject Type:ManagedObjectReference:Datacenter]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]
列に示されているリンクをクリックします。

d) childEntityを見つけて、(datacenter_name)に対応する値をメモします。この値は、登録解除するク

ラスタのドメイン IDです。

[Managed Object Type: ManagedObjectReference:Folder]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列
に示されているリンクをクリックします。

ステップ 5 [ExtensionManager]ページで、拡張機能を登録解除します。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/mob/moid=ExtensionManager&method=unregisterExtension

b) 拡張キーの値または (datacenter_name_link)を入力し、[Invoke Method]をクリックします。

ステップ 6 削除したクラスタが、vCenterが HX Data Platformプラグインと通信するために使用していた CIPである場
合、vsphere-clientサービスを再起動します。

a) vCenter Server MOB拡張マネージャで、MOBと、削除したクラスタに関連付けられている拡張機能を
表示します。

b) extensionManagerを見つけて ExtensionManagerリンクをクリックします。

[Data Object Type: ServiceContent]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列に示されているリン
クをクリックします。

c) extensionLIst["com.springpath.sysmgmt"]リンクを見つけます。

[ManagedObject Type:ManagedObjectReference:ExtensionManager]ページで [Value]列をスクロールして、
この列に示されているリンクをクリックします。完全なリストを表示する必要がある場合は、(more...)

をクリックします。

d) serverを見つけて serverリンクをクリックします。

[Data Object Type: Extension]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列に示されているリンクを
クリックします。

e) /plugins/stGui-1.0.zipで終わる URLを見つけます。これは HX Data Platformプラグインに使用され
る CIPです（例："https://cs002-cip-m.eng.storvisor.com/plugins/stGui-1.0.zip"）。
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[Data Object Type: ExtensionServerInfo[]]ページで明細リストをスクロールして、[Name: url]、[Type:
string]で [Value]が /plugins/stGui-1.0.zipのものを見つけます。

ステップ 7 前のステップで見つけたCIPが、vCenterから削除したクラスタに関連付けられている場合、拡張機能をク
リーンアップする必要があります。

a) sshを使用して vCenterにログインします。
b) HXData Platformプラグイン拡張機能フォルダをクリーンアップします。バージョンは古いものの、ま
だ互換性のあるHXDataPlatformプラグインを別のクラスタが実行している場合は、この作業が必要で
す。

c) vSphereサービスを再起動します。コマンドを実行します。

# service vsphere-client restart

ステップ 8 すべてのセッションからログアウトし、再度ログインします。

次のタスク

1. データセンタークラスタを再作成します。ホストを一度に 1つずつ HX vCenterクラスタ
に追加します。

2. データストアから vSphere Replication仮想マシンを再登録します。

3. vSphere ReplicationアプリケーションのWebフロントエンドで、vSphere Replicationプラグ
インを再作成します。再作成した vSphere Replicationプラグインが vCenter内で使用可能で
あることを確認します。

4. HXData PlatformインストーラからHXData Platformプラグインを再インストールし、スト
レージクラスタを再作成します。

アップグレードは失敗するが、すべてのノードが最新であると報告さ

れる
Description

この問題は、vCenterから送信されるRemoteExceptionによるものです。この例外の原因として
最も可能性が高いのは、HXストレージクラスタと vCenter間のネットワーク接続が断続的に
途切れることにあります。

アクション：アップグレードを再試行します

オンラインアップグレードの再開が失敗する
Description
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まれに、アップグレードが失敗した HXストレージクラスタでオンラインアップグレードを
再開しようとすると、アップグレードが再び失敗することがあります。ただし、HXクラスタ
は障害状態から回復して、正常な状態になっています。

アクション：もう一度アップグレードを再試行する

CLIを使用してアップグレードを再試行する場合は、stcli cluster upgradeコマンドで -fま

たは --forceオプションを使用します。あるいは、HXDataPlatformプラグインを使用してアッ
プグレードを再試行してください。

Cisco UCSのアップグレード中にコントローラVMの電源がオンになら
ない

Description

vSphereがメンテナンスモードを終了した際、サーバ上の VMの電源がオンにならないことが
あります。電源がオンにならない可能性がある VMには、ストレージコントローラ VMも含
まれます。

アクション：コントローラ VMを手動で再起動する

これは、VMwareの既知の問題です。詳細については、VMware KBの記事「Auto-Start Is Not
Run When Manually Restarting a Host in Maintenance Mode」を参照してください。

サポートされていないボードを搭載したサーバストレージコントロー

ラからのファームウェアのアップグレードが失敗する
Description

UCSファームウェアのアップグレードが失敗しました。考えられる理由は、サポートされてい
ないボードが HXサーバで使用されていることです。

アクション：ボードをデコミッションしてから再コミッションする。

ステップ 1 参照されているボードをデコミッションしてから再コミッションします。

ステップ 2 サーバが正常であることを確認します。

ステップ 3 ファームウェアのアップグレードを再試行します。

ステップ 4 これで問題が解決しない場合は、Cisco TACに連絡してサポートを求めてください。

vCenterの問題によりノードがアップグレードに失敗する
Description

オンラインアップグレード中に、vCenterデーモンがノード上でクラッシュすることがありま
す。クラッシュした場合は、ノードで HXメンテナンスモードを開始できません。HXメンテ
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ナンスモードが開始されないと、ノードでアップグレードを完了できません。vCenterが正常
に機能している他のすべてのノードでは、アップグレードが完了します。

アクション：影響を受けたノードでアップグレードを実行し直してください。

ステップ 1 vCenterの問題を修正します。

ステップ 2 クラスタ内の任意のノードからアップグレードを再開します。

HXDataPlatformは、すでにアップグレードしているノードをスキップし、先に進んでアップグレードでき
ていないノードのアップグレードを完了します。

ノードが正常な状態に戻るのを待機してアップグレードが停止する
Description

LSIのバージョンがバージョン 9よりも古い場合、ノードでのアップグレード時にディスクが
見つからないことがあります。ノードが正常でない場合、アップグレードを続行できません。

LSIバージョン 9は、UCSファームウェアバージョン 2.2(6f)と 2.2(7c)に関連付けられていま
す。

アクション：ノードを手動で再起動する

ステップ 1 コントローラ VMコマンドラインにログインします。たとえば sshを使用します。

ステップ 2 ディスクが表示されていることを確認します。lsscsiコマンドを実行します。

# lsscsi

[2:0:0:0] disk ATA INTEL SSDSC2BB12 CS01 /dev/sdb
[2:0:1:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdc
[2:0:2:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdd
[2:0:3:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sde
[2:0:4:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdf
[2:0:5:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdg
[2:0:6:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdh
[2:0:7:0] disk ATA INTEL SSDSC2BX48 CS01 /dev/sdi
[3:0:0:0] disk VMware Virtual disk 1.0 /dev/sda

ステップ 3 ノードを手動で再起動します。

クラスタの拡張エラー：クラスタが見つからない

説明

HX Data Platformのクラスタ拡張ウィザードで、HXストレージクラスタが見つかりませんで
した。

アクション：クラスタの IPアドレスを手動で入力する
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クラスタ拡張ウィザードの [Management IP Address]フィールドに、手動でHXストレージクラ
スタ管理 IPアドレスを入力します。

クラスタ IPアドレスを見つけるには、次のようにします。

ステップ 1 vSphere Webクライアントから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco HX Data
Platform]を選択します。

ステップ 2 ストレージクラスタ名をクリックして選択します。パネルの最上部にある [Action Menu]から、[Summary]
を選択します。

ステップ 3 表示された概要から、クラスタ管理 IPアドレスを見つけます。

DNSサーバが見つからないためにクラスタの拡張が失敗する
Description

ストレージクラスタの拡張では、新しいノードを FQDNではなく、IPアドレスを使用して指
定する場合でも、DNSサーバが必要です。HX Data Platformインストーラは、クラスタの作成
中に指定されたすべての DNSサーバをチェックします。

•以前指定された DNSサーバのいずれかが到達不可能な場合、クラスタの拡張は失敗しま
す。

• HXData Platformのインストール時にDNSサーバを指定しなかった場合、クラスタの拡張
は失敗します。

これらの条件のいずれかが当てはまる場合は、是正措置を実行します。

アクション：正しい DNSサーバを特定して指定する

ステップ 1 任意の HXコントローラ VMのコマンドラインにログインします。たとえば、sshを使用します。

ステップ 2 ストレージクラスタに設定されている DNSサーバを特定します。

# stcli services dns show

サンプル応答

10.64.1.8

10.64.1.9

DNSのアドレスが表示されない場合は、手順 4に進みます。

ステップ 3 ストレージクラスタで利用できなくなっているすべての DNSサーバを削除します。

# stcli services dns remove --dns <dns_server>

ステップ 4 ストレージクラスタに新しい DNSサーバを追加します。
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ストレージクラスタを作成したときに DNSサーバを指定しなかった場合は、疑似 DNSサーバを追加しま
す。

# stcli services dns add --dns <dns_server>

ステップ 5 クラスタの作成に必要な各オブジェクトが、指定されたDNSサーバから解決できることを確認します。こ
れらのオブジェクトは、JSONファイルまたは HX DPインストーラ GUIフィールドを通じて指定されま
す。

a) クラスタオブジェクトの IPアドレスを特定します。

# nslookup <object> <dns_server>

<object>は、クラスタの設定で HX Data Platformインストーラに指定する可能性があるすべてのオブ
ジェクト、つまり、vCenter Server、ESXサーバ、コントローラ VMのアドレス、ストレージクラスタ
管理またはデータネットワークのアドレス、DNSサーバ、NTPサーバ、メールサーバ、SSOサーバ
などの FQDNまたは IPアドレスです。

b) クラスタの設定オブジェクトごとに繰り返します。
c) オブジェクトが解決に失敗する場合は、DNSサーバファイルにエントリを追加します。

ステップ 6 指定された DNサーバが動作することを確認します。

a) DNSサーバの IPアドレスを確認します。

# nslookup <dns_server>

b) ストレージクラスタで使用するように設定されているすべての DNSサーバについて繰り返します。

ステップ 7 手順 5と手順 6を繰り返し、追加されたすべての DNSサーバが有効で、すべての HXDPオブジェクトが
各 DNSサーバを通じて解決できることを確認します。

ステップ 8 HX Data Platformインストーラに戻り、ストレージクラスタの拡張を続行します。

古い HXインストーラによりクラスタの拡張が失敗する
Description

拡張のために追加したクラスタノードが間違ったクラスタに追加されます。これは、複数のク

ラスタの作成で同じ HX Data Platformインストーラを使用し、その後、その同じ HX DPイン
ストーラを使用してそれらクラスタの1つを拡張する場合に起こります。HXDPインストーラ
は、デフォルトでは最新のクラスタにノードを追加します。

アクション： HX Data Platformインストーラ OVAを再展開する

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ OVAを再展開します。

ステップ 2 新しい HX Data Platformインストーラを使用してクラスタを拡張します。

トラブルシューティング項目
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ホストの問題

手動による ESXインストール後の statsdの再起動
Description

手動でHXData PlatformサーバにESXを再インストールした後、パフォーマンス統計情報が正
しく表示されるように、stats daemonをリセットします。

アクション：stats daemonの再起動

ステップ 1 ESXホストのコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 restartコマンドを実行します。

# /etc/init.d/statsd restart

ステップ 3 ストレージクラスタのすべての ESXホストのコントローラ VMでステップ 1およびステップ 2を繰り返
します。

services.sh restart実行時の scvmclient管理サービスの再起動
説明

services.sh restartを実行すると、scvmclient管理サービスが再起動する。

このコマンドを実行すると、特定のホストから HXデータストアが接続解除されます。注意

1. ノードをメンテナンスモードにします。

2. ESXコマンドラインにログインします。

3. サービスを再起動します。

# services.sh restart

4. ESXホストデーモン、vCenterエージェントサービス、およびコントローラVMを再起動
します。

# /etc/init.d/hostd restart

# /etc/init.d/vpxa restart

トラブルシューティング項目
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ESXサーバの再起動によるアップグレードの終了とメンテナンスモー
ドの開始

説明

アップグレード中の ESXサーバの電源リセットにより、アップグレードが終了し、サーバで
メンテナンスモードが開始されます。

アクション：メンテナンスモードの手動での終了

手動でサーバのメンテナンスモードを終了します。アップグレードが続行します。

EAMがコンピューティングノードで起動しない
説明

EAMがコンピューティングノードで自動的に再起動しませんでした。

アクション：EAMを手動で再起動する

ノードがダウンした場合、ノードの削除に失敗する

説明

3つのノードだけが稼働している場合にはノードを削除することはできません。

アクション：はじめに交換ノードを追加する

3ノードクラスタ内のノードを交換する場合は、TACによるサポートが必要です。ノードで障
害が発生しているためにクラスタのノード数が 3になった場合、ノードを交換するには TAC
によるサポートが必要です。

HAが有効になっている ESXホストの再起動
説明

システムがアクセスできないストレージクラスタのホストの HAを有効にした場合、ESXホ
ストを再起動すると、ストレージコントローラ VMの電源がオフになります。

これは、VMwareの HA障害の処理方法と ESX Agent Manager（EAM）設定間の相互作用によ
るものです。これにより、ストレージコントローラ VMが、復元後に電源オンにならない現
象が生じる可能性があります。

アクション：HAが有効になっている ESXホスト上でストレージコントローラ VMの電源を
オンにする

ステップ 1 最初に障害が発生したホスト上で HAを再設定します。

トラブルシューティング項目
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ステップ 2 ストレージコントローラ VMを手動で電源オンにします。

クラスタへの別ノード同時追加時のノード障害

説明

既存のストレージクラスタにノードを追加する場合、ストレージクラスタは、再調整が完了

するまで元のストレージクラスタと同じ HA復元力を持ち続けます。

たとえば、3ノードのストレージクラスタがあり、2つのコンバージドノードをストレージク
ラスタに追加する場合などです。再調整が完了するまで、ストレージクラスタは、5ノードの
ストレージクラスタではなく、3ノードのストレージクラスタとして動作します。したがっ
て、バランスの再調整が完了する前にノードで障害が発生すると、ストレージクラスタのス

テータスは低下します。

再調整は通常、次のような状況で発生します。

• 24時間の再調整スケジュールごとに行われ、ノードに障害が発生した場合の2時間後、ま
たはストレージクラスタの領域が不足している場合にも行われます。

• 1つのディスクの使用率が 50 %を超えた場合またはディスククラスタの集約使用率が 50
%未満の場合。

（注）

アクション：ストレージクラスタの再調整を手動で開始する

ステップ 1 ストレージコントローラ VMのコマンドラインから次のコマンドを実行します。
# stcli rebalance start --force

ステップ 2 再調整ステータスをモニタするには、次のコマンドを使用します。
# stcli rebalance status

vNICまたは vHBAの変更後の PCIパススルーの設定
Description

vNICまたは vHBAを手動で HXサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプ
レートに追加すると、PCIデバイスが再列挙され、VMware directpath I/O設定が失われます。
サービスプロファイルを変更すると、ホストハードウェアが更新されるため、PCIパススルー
を再設定する必要があります。サービスプロファイルを変更した ESXホストごとに次の手順
を実行します。

変更した ESXホストのストレージコントローラ VMで次の手順を実行します。

トラブルシューティング項目
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アクション：ESXホスト上で vSphereサービスプロファイルを更新する

ステップ 1 ESXホストを HXメンテナンスモードにします。

ステップ 2 サービスプロファイルで変更（ハードウェアの追加など）を行うか、変更を確認します。

ステップ 3 ESXホストをリブートします。

このホストのダイレクトパス設定が失われます。

ステップ 4 vCenterにログインして、[DirectPath I/O Configuration]ページを選択します。

vCenterクライアントで、[ESXホスト（ESX host）] > [設定（Configuration）]タブ > [ハードウェア
（Hardware）]ペイン > [詳細設定（Advanced Settings）] > [編集（Edit）]の順に選択します。

vCenterWebクライアントの [vCenterインベントリ（vCenter Inventory）]で、[リソース（Resources）] > [ホ
スト（Hosts）] > [ESXホスト（ESX host）] > [管理（Manage）] > [設定（Settings）] > [ハードウェア
（Hardware）] > [PCIデバイス（PCI Devices）] > [編集（Edit）]の順に選択します。

ステップ 5 パススルー用の LSIカードを選択します。

a) [DirectPath I/O Configuration]ページから、[Configure Passthrough]を選択します。
b) [Mark devices for passthrough]リストから、パススルー用の LSIカードを選択します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ESXホストをリブートします。

ステップ 7 HXストレージコントローラ VM（StCtlVM）の設定を編集して、PCIデバイスを HXストレージコント
ローラ VMに再マップします。

a) 不明な PCIデバイスを見つけて削除します。

vCenterクライアントで、[HX storage controller VM]を右クリックして [Edit Settings] > [PCI device 0] >
[Remove] > [OK]の順に選択します。

vCenter Webクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [Remove PCI
device 0] > [OK]の順に選択します。

b) LSIロジック PCIデバイスを見つけて追加し直します。

vCenterクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings]> [Add] > [PCIDevice]>
[LSI Logic PCI device] > [OK]の順に選択します。

vCenter Webクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [PCI Device] >
[Add] > [LSI Logic PCI device] > [OK]の順に選択します。

ステップ 8 HXメンテナンスモードから ESXホストを削除します。

ホストが再びアクティブになると、HXストレージコントローラ VMが正常にブートして、ストレージク
ラスタに再参加します。
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ディスクの問題

3ノードのストレージクラスタ上で、すべてまたは大半のディスクに
障害が発生すると、データの割り当てができない

説明

ノード上のすべてのハードディスクに障害が発生すると、HX Data Platformはノードにデータ
を割り当てることができません。3ノードのストレージクラスタでこの問題が発生した場合、
HX Data Platformは、データの整合性を維持する上で最低限必要な 3つのデータのコピーを維
持することができません。その結果、仮想的な ENOSPC状態となります。

ノード上で複数のハードディスクに障害が発生し続けた場合、ストレージクラスタはノード

への書き込みを行おうとし、ディスク上の残りの領域を使用することから、不安定な状態とな

ります。たとえば、3つのノードすべてに 10台の HDDがあり、3番目のノード上で 9台の
HDDに障害が発生した場合、不安定な状況が生じた結果、3番目のノード上のディスクでは、
クラスタのサイズが実際のサイズの 10 %に制限されます。これは、物理的な ENOSPC状態で
す。また、オールパスダウン（APD）状態を引き起こす可能性もあります。

アクション：ストレージクラスタ内のすべてのノード上で、ストレージを物理的に調整しま

す。

ステップ 1 破損したディスクを問題のないディスクと交換します。

ステップ 2 ストレージクラスタに別のノードを追加します。

ステップ 3 確実に整合性がとれるように、ノードのストレージキャパシティを調整します。

ステップ 4 ストレージクラスタが自動的に回復しない場合は、ストレージクラスタを再起動する必要があります。

a) クラスタ内のいずれかのノード上で、ストレージコントローラVMのコマンドラインにログインしま
す。

b) ストレージクラスタをシャットダウンします。

stcli cluster shutdown

c) ストレージクラスタを再起動します。

stcli cluster start

ディスクを削除するとストレージコントローラ VMの再起動に失敗す
る

説明

トラブルシューティング項目
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ディスクを削除して、自動再スキャンが完了する前にストレージコントローラ VMを再起動
した場合、ストレージコントローラ VMの電源がオンにならない場合があります。

アクション：ディスクの削除後にストレージコントローラ VMの電源をオンにする

ステップ 1 ストレージコントローラ VMの電源がオフになっていることを確認します。

ステップ 2 スクリプトを実行します。

/opt/springpath/support/rescanLuns.sh

ステップ 3 ストレージコントローラ VMの電源をオンにします。

ストレージコントローラVM上で障害が発生したSSDホスティングを
復旧させる

説明

ストレージコントローラ VMをホストする SSDに障害が発生した場合、SSDを復旧させる必
要があります。

アクション：障害が発生した SSDを復旧させる

ステップ 1 障害が発生した SSDを搭載したホストのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 SSDのステータスが [dead timeout]になっていることを確認します。

esxcli storage core device list -d SSD_ID | grep 'Status:'

Status: dead timeout

ステップ 3 ストレージコントローラ VMの vmxをすべて強制終了させます。

ps | grep vmx | grep -i stCtlvm

kill -9 process_id_of_controller_vm

ステップ 4 ストレージアダプタを再スキャンします。

esxcli storage core adapter rescan -a

ステップ 5 同じ仕様の新しい SSDにディスクを置き換えます。

ステップ 6 hostdを再起動します。

ステップ 7 ストレージコントローラ VMの電源をオンにします。

トラブルシューティング項目

16

トラブルシューティング項目

ストレージコントローラ VM上で障害が発生した SSDホスティングを復旧させる



VMの問題

自動 vMotion移行がタイムアウトエラーで失敗する
Description

この問題は、16 + 16ノードのクラスタで観察されています。これは、VMwareの既知の問題で
す。詳細については、VMware KBの記事「vMotion of a VM fails with the error: "Timed out waiting
for migration data" (2143834)」を参照してください。

アクション：ネットワーク接続を確認する

2つのノードの障害によりストレージコントローラ VMの電源オンに
失敗する

Description

これは、VMware EAM（ESX Agent Manager）の問題が原因です。EAMがホスト上のVMを正
しくマーキングしていません。

アクション：ストレージクラスタを再登録する

ストレージクラスタを再登録して vCenterビューを同期します。ストレージコントローラVM
で、次のコマンドを実行します。

# stcli cluster register

HAおよび DRSが有効な状態でホストに VMを追加できない
Description

ユーザ VMの電源オンが「All required agent virtual machines are not currently deployed

on host 'hostname' and the controller VM on the same ESX host is down.」で失敗します。

HAでは、エージェントとしてマークされているいずれかの VM（この場合はコントローラ
VM）の電源がオンではない場合には、ホスト上でVMの電源をオンにすることはできません。

DRSがこのホストにユーザ VMを配置する場合、この VMは電源オンになりません。

アクション：次の手順を実行する。

ステップ 1 vCenterクラスタから、[DRS Automation]設定を [Manual]に変更します。

ステップ 2 ESXホストから VMの電源を直接オンにします。

ステップ 3 [Power On]ダイアログボックスで、コントローラ VMの電源がオンになっている ESXホストを選択しま
す。
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ディスク共有の制限が設定された VMでのパフォーマンス低下
説明

ディスク共有の制限が設定されたVMの電源がオンになると、各データストアのパフォーマン
スが低下する。

アクション：VMware単位で想定されている動作です。

ステップ 1 mclockスケジューラを無効化します。

ステップ 2 デフォルトのスケジューラに移動します。

ストレージクラスタが読み取り専用状態の場合のDRSによるVMの移
行

説明

ストレージクラスタが読み取り専用状態になっていると、それらがすでに読み取り専用のスト

レージクラスタにある場合であっても、VMware DRSプロセスは VMをデータストアに移行
します。その結果 VMは起動不可になります。

アクション：ストレージクラスタが読み取り専用状態の場合には、DRSを手動で無効にしま
す。

ステップ 1 HX Data Platformストレージクラスタを選択します。

vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [vCenter Inventory Lists] > [Cisco
HyperFlex Systems] > [Cisco HX Data Platform] > [cluster]の順に選択します。

ステップ 2 [Summary]タブを選択し、[VC Cluster]リンクをクリックして [vCenter Summary]タブに切り替えます。
[Manage] > [Services] > [vSphere DRS]の順にクリックします。[Edit]をクリックして [Turn ON vSphere DRS]
をオフにし、[OK]をクリックします。

古い EAM拡張により VMの電源オンに失敗する
Description

HX Data Platformを部分的にインストールまたはアンインストールした場合、HX Data Platform
拡張用の古いESXAgentManager（EAM）が残る場合があります。これにより、HXDataPlatform
のインストール完了後に、仮想マシンの電源オンが妨げられる場合があります。ManagedObject
Browser（MOB）拡張マネージャを使用して、古い拡張を削除します。

アクション：古い EAM HX Data Platform拡張を削除する

トラブルシューティング項目
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ステップ 1 まだの場合、vSphere ESX Agent Manager SDKをダウンロードします。

ステップ 2 vSphereクラスタからデータセンターを削除します。

ステップ 3 HXクラスタの UUIDを指定します。

各エージェンシーには、基盤となる vSphere拡張機能を参照するフィールド、cluster_domain_idがあり

ます。この拡張機能 IDには、Managed Object ID（moid）が使用されています。

ストレージコントローラ VMコマンドラインから次のコマンドを実行します。
# stcli cluster info | grep vCenterClusterId:
vCenterClusterId: domain-c26

ステップ 4 ストレージクラスタの拡張機能を登録解除する：vCenterサーバMOB拡張機能マネージャにログインし
ます。

まず、HyperFlexクラスタを登録解除します。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/mob/?moid=ExtensionManager

vcenter_serverは、ストレージクラスタが現在登録されている vCenterの IPアドレスです。

b) 管理者用のログイン資格情報を入力します。

ステップ 5 クラスタ IDを持つ HXストレージクラスタ拡張機能を探します。[Properties] > [extensionList]をスク
ロールして、次のストレージクラスタ拡張機能を探します

com.springpath.sysmgmt.cluster_domain_idおよび com.springpath.sysmgmt.uuid.cluster_domain_id。

クリップボードに、これらの文字列をそれぞれコピーします。文字列の端に二重引用符（”）がある場
合、それを除外します。

ステップ 6 各ストレージクラスタ拡張機能の登録を解除します。

a) [Methods]テーブルから [UnregisterExtension] をクリックします。
b) [UnregisterExtension]ポップアップに拡張機能のキー値であるcom.springpath.sysgmt.cluster_domain_id

を入力します。

例：com.springpath.sysgmt.domain-26

c) [Invoke Method]をクリックします。

ステップ 7 古い EAM拡張機能を削除する：vCenterサーバMOB ESXエージェンシー拡張機能マネージャにログイ
ンします。

次に、HyperFlexクラスタに関連付けられていた古い EAM拡張機能を削除します。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/eam/mob/

vcenter_serverは、ストレージクラスタが現在登録されている vCenterの IPアドレスです。

b) 管理者用のログイン資格情報を入力します。
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ステップ 8 当該のクラスタ IDを持つ古い HXストレージクラスタの ESXエージェンシー拡張機能を見つけます。

a) [Properties] > [agency] > [Value]をスクロールします。
b) エージェンシーの値をクリックします。
c) [Agency]ウィンドウで、[Properties] > [solutionID] > [Value]の拡張機能を確認します。正しい

cluster_domain_idがあることを確認します。

例：com.springpath.sysgmt.domain-26

ステップ 9 古い ESXエージェンシー拡張機能を削除します。

a) [Agency]ウィンドウの [Methods]テーブルからメソッドを選択します。

古い ESXエージェンシーは、destroyAgencyまたは uninstallのいずれかを使用すると削除できま

す。

b) [method]ポップアップで、[Invoke Method]をクリックします。

ステップ 10 [ExtensionManager]タブを更新し、[extensionList]エントリに com.springpath.sysgmt.cluster_domain_id

という拡張機能が含まれていないことを確認します。

ステップ 11 vSphereクライアントサービスを再起動します。

vSphereクライアントサービスが再起動されると、HXData Platformの拡張機能が削除されます。vSphere
クライアントサービスを再起動すると、ブラウザからvCenterへのアクセスが一時的に無効になります。

追加情報については、VMwareのナレッジベース『Stopping, starting, or restarting VMware vCenter Server
Appliance 6.0 services (2109887)』を参照してください。

ステップ 12 HX Data Platformのインストールを実行し完了します。

古い EAM拡張の削除に関する追加オプションについては、テクニカルアシスタンスセンター（TAC）
に確認してください。

VMフォルダやファイルの削除に非常に長い時間がかかる
説明

ユーザVMが、ファイルシステム内に残っているユーザVM向けに作成された ESX *.lckファ
イルや、vSphereにアクセスできなくなった場合、VMファイルやフォルダの削除には非常に
長い時間がかかる場合があります。

アクション：ESXサーバの VMロックファイルをクリアする

ステップ 1 ストレージクラスタ内のすべての VMロックファイルを探します。

# cd /vmfs/volumes/my_datastore

# find . -name .lck* | xargs -n1 rm
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ステップ 2 VMのファイルまたはフォルダの削除を再試行します。

VMディスク使用率と vCenter VMコミットサイズの不一致
Description

VMにスナップショットまたは ReadyCloneがある場合、VMディスク使用率が vCenterの仮想
マシンコミットサイズと一致しません。

アクション：なし

データストアの問題

複数のデータストア追加時のエラー：ホスト上にマウントポイントが

見つからない
Description

VMwareの問題により、同時に複数のデータストアを追加しようとして、一部のデータストア
がマウントされないことがあります。

アクション：データストアを再マウントする

•一度にマウントするデータストアを減らしてマウントします。

HXプラグインを使用して、最初にマウントされなかったデータストアを再マウントしま
す。

NFS全パスダウンが発生し [File Locked by Consumer on Host]メッセー
ジが表示される

説明

シリアル I/O制御（SIOC）に関する VMwareの問題が原因で、NFS全パスダウン（APD）が
発生し、次のようなメッセージが表示されます。

NFSLock: 2210: ファイルはホスト host_name 上のコンシューマーによって排他ロックでロックされています。

アクション：[Storage I/O Control]を切り替える

ステップ 1 vCenterからデータストアビューで [datastore] > [Configuration] > [Properties]を選択します。

ステップ 2 [Storage I/O Control]を反対の状態に切り替えます。

有効な場合は無効にします。無効な場合は有効にします。
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ステップ 3 [Storage I/O Control]を元の状態に戻します。

有効な場合は無効にします。無効な場合は有効にします。

ステップ 4 NFSロックが解除されていることを確認します。

VLAN IDの変更後、データストアのマウントに失敗する
説明

ストレージクラスタの作成後にVLAN IDを変更すると、データストアのストレージクラスタ
へのマウントに失敗します。既存のデータストアを、ストレージクラスタからマウント解除す

ることはできます。

アクション：ESXサーバのファイアウォールをリロードします。

ESXサーバのファイアウォールのリロードに関する指示については、VMwareESXのマニュア
ルを参照してください。

データ vSwitchに IPアドレス設定済みの VMカーネルポートがある場
合、データストアのマウントが失敗する

説明

VMwareの構成要件ごとに IPアドレスもしくはルールが重複する場合、接続が失われます。

アクション：トラフィックが意図した VMカーネルインターフェイスを使用しているか確認
します。

次を設定します。

• VMカーネルポートは、IPサブネットごとに 1つだけです。

vSphere 5.xを使用している場合、iSCSIマルチパスやマルチ NIC vMotionには適用されま
せん。

•ルーティング不可能な専用の VLANまたは vMotion用の専用物理スイッチ。

•ルーティング不可能な専用の VLANまたは IPストレージ用の専用物理スイッチ。

•ルーティング不可能な専用の VLANまたは耐障害性用の専用物理スイッチ。

クラスタ再起動後のデータストアのマウント解除

説明

ストレージクラスタが正常な状態に戻った後、既存のデータストアが自動的に再マウントされ

ない場合があります。これは、1つ以上のノードがダウンしている間にストレージクラスタが
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再起動されたか、ストレージクラスタの再起動に長い時間がかかっている場合に発生する場合

があります。

アクション：データストアをマウントする。

方法を選択します。

• HX Data Platformプラグインを使用する。

•コマンドラインを使用する。

ステップ 1 HX Data Platformプラグインを使用する。

a) vSphere Webクライアントの [Navigator]から、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] >
[Cisco HX Data Platform] > [cluster] > [Manage] > [Datastores]の順に選択します。

b) [datastore]を選択します。
c) [データストアのマウント（mount datastore）]アイコンをクリックするか、[アクション（Actions）]メ
ニューから選択します。

d) データストアのマウントを確認し、[OK]をクリックします。

ステップ 2 コマンドラインを使用する。

a) ストレージクラスタ内のノードのストレージコントローラ VMにログインします。
b) コマンドを実行します。

# stcli datastore mount datastore_name

ストレージ I/O RMデーモンの実行時にデータストアのマウント解除が
できない

説明

VMwareの Storage I/O RM機能が有効になっている場合、データストアで Storage I/O RMが有
効になっていない場合でも、VMwareが Storage I/O RMの追跡ファイルに書き込みを行うバグ
があります。これらの追跡ファイルが、HX Data Platformのデータストアのマウント解除を妨
げます。

アクション：マウント解除を再試行する。

ステップ 1 データストアのマウント解除を再試行します。

ステップ 2 HX Data Platformのデータストアがマウントされているすべての ESXホストの Storage I/O RMデーモンを
停止します。

ステップ 3 データストアをマウント解除します。

ステップ 4 必要に応じて、Storage I/O RMデーモンを再起動します。
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エラー「com.vmware.vim25.PlatformConfigFault」を伴うデータストア削
除の失敗

Description

VSphereがランダムなデータストアを選択してハートビートに使用する、既知の VMwareの問
題があります。これはデータストアを削除しようとするHXData Platformの操作をブロックし
ます。VMware KBの「Unmounting or removing a datastore in a HA cluster fails with the error: The
vSphere HA agent on host failed to quiesce file activity on datastore (2055137)」を参照してください。

アクション：ESXiホストと vCenterをチェックしてからデータストアの削除を再試行する

ステップ 1 VMがデータストアで実行されていないことを確認します。

ステップ 2 ESXホストから、HX Data Platformのデータストアが VMwareサービス storageRMで使用されているかど
うかを確認します。

# ls -ltra /vmfs/volumes/stfs-ds1/ | grep -i iorm
-rwxr-xr-x 1 root root 16511 Jan 20 20:05 .iormstats.sf
drwxr-xr-x 1 root root 1125 Jan 20 20:06 .iorm.sf

ステップ 3 storagermのステータスを確認します。

# /etc/init.d/storageRM status

storageRM is running

ステップ 4 storagermサービスを停止します。

# /etc/init.d/storageRM stop
watchdog-storageRM: Terminating watchdog process with PID 34096
storageRM stopped

ステップ 5 または、vSphere HAを無効にします。

a) vSphereクライアントの [Home]から、[vCenter Inventory Lists] > [Resources] > [Clusters > storage
cluster >Manage] > [Settings] > > [Services]の順に選択します。

b) [vSphere HA]をクリックします。[Edit]をクリックします。
c) 選択されている場合は、[Turn on vSphere HA]の選択を解除します。

ステップ 6 データストアの削除を再試行してください。

ステップ 7 VSphere HAを無効にしていた場合は再度有効にします。

ステップ 8 可能なソリューションはこれ 1つです。これで問題が解決しない場合は、テクニカルアシスタンスセン
ター（TAC）にお問い合わせください。
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ReadyClone、スナップショット、レプリケーションの問
題

REST API保護グループフィルタがすべてのグループを返す
説明

RESTAPIを使用して保護グループを検索すると、REST呼び出しでフィルタを適用するとして
も、検索結果としてすべての保護グループが返されます。

アクション：なし

groups:getでは、フィルタの nameおよび typeパラメータはサポートされません。

VMがスナップショット統合中に機能しなくなる
Description

HXストレージクラスタ内の VMに関する redoログスナップショットを取る場合は、redoロ
グスナップショットを保存する ESXiホストの設定を編集します。この手順が完了していない
場合は、VMがスナップショット統合中に機能しなくなる可能性があります。

redoログスナップショットは、HX Data Platformのスナップショット機能ではなく、VMware
のスナップショット機能を介して作成されるスナップショットです。

アクション：ESXiホストで snapshot.asyncConsolidate="TRUE"を設定する

ステップ 1 ESXiホストのコマンドラインにログインします

ステップ 2 ファイル /etc/vmware/configを探して編集用に開きます。

ステップ 3 snapshot.asyncConsolidateパラメータを TRUEに設定します。

snapshot.asyncConsolidate="TRUE"

[Quiesce]オプションを使用したネイティブスナップショット
説明

VMの電源がオンの場合に、Windows 2008またはWindows 2012サーバでの [Quiesce]オプショ
ンを使用したネイティブスナップショットはサポートされていません。

アクション：[Quiesce]以外のオプションを使用する

VMの電源をオフにしてから、スナップショットを作成するか、または [Quiesce]以外のデフォ
ルトオプションを使用します。
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vMotionがネイティブスナップショットデータストアを移動できない
説明

vMotionによるネイティブスナップショットの移動で、関連するデータストアを移動できませ
ん。ネイティブスナップショットのある仮想マシンで、vMotionの使用はサポートされていま
すが、ストレージ vMotionの選択のみサポートされていません。

アクション：元の VMだけに対して vMotionを使用する

VMを別のデータストアに移動する必要がある場合は、ソースのデータストアからスナップ
ショットを削除し、元の VMに vMotionを実行します。

クラスタの問題

クラスタ容量が個々のディスクよりも大きい

説明

表示されるクラスタ使用率の合計が、個々のディスクに対して示される使用率を上回る場合が

あります。

たとえば、クラスタ使用率は 80%であるのに対し、使用率が最大のディスクでも、使用率が
76%として示されるといった状況です。

アクション：なし

この違いは、管理レイヤの処理に起因する場合があります。使用率関連の決定を行う場合は常

に、必ずクラスタ使用率の値を参考にしてください。

クラスタを再登録してもコンピューティングノードが EAMに再登録
されない

Description

この問題はさまざまなシナリオで発生します。考えられるシナリオは次のとおりです。

シナリオ 1

1. 2.1.xより前の古い HXバージョンから開始します。

2. コンピューティングノードを追加します。

3. クラスタを再登録します。

4. クラスタをアップグレードします。クラスタにコンピューティングノードを含めるタスク
が失敗します。

シナリオ 2
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1. 2.1.xより前の古い HXバージョンから開始します。

2. コンピューティングノードを追加します。

3. クラスタをアップグレードします。タスクが完了します。

4. クラスタを再登録します。EAMレベルでタスクが失敗します。

シナリオ 3

1. 新しい HXバージョン（2.1.x以降）で開始します。

2. コンピューティングノードを追加します。

3. クラスタを再登録します。EAMレベルでタスクが失敗します。

アクション：コンピューティングノードを削除してから再登録する

ステップ 1 コンピューティングノードから VMを vMotionで移動し、HXクラスタからコンピューティングノードを
削除します。

ステップ 2 HXクラスタを再登録します。

ステップ 3 HXクラスタにコンピューティングノードを追加します。

大量の処理セットがあるワークロードで遅延の急増が観測される
Description

大量の処理セットがあるワークロードは、キャパシティ階層からデータにアクセスする必要が

あります。HXData Platformバージョン 2.1(1b)以降、バックエンドアクセスが最適化されて、
一時的遅延増加の大きさと頻度が大幅に削減されました。

•ハイブリッドクラスタの場合：この症状が現れている場合、アップグレードに必要なメン
テナンス期間が長くなります。また、デフォルトのアップグレードプロセスではこの最適

化が自動的に有効になりません。アップグレード処理中にこのパフォーマンス拡張を有効

にするには、Cisco TACまでお問い合わせください。

•オールフラッシュクラスタの場合：アップグレードの時間は大きな影響を受けません。
また、デフォルトのアップグレードパスで、このパフォーマンス拡張が自動的に有効にさ

れます。

アクション：2.1（1c）以降にアップグレードする

クラスタのヘルスステータスが再調整後も異常のままになる

説明
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ROBOストレージクラスタを含め、3つのノードからなるあらゆるクラスタでは、いずれか 1
つのノードがメンテナンスモードまたは障害状態になると、クラスタのヘルスステータスが

異常として設定されます。この問題は、再調整によって修正されることはありません。

アクション：ノードを正常な状態に戻す

ノードまたはノード内のコンポーネントで障害が発生していないことを確認します。ノードま

たはコンポーネントで障害が発生している限り、クラスタの状態は異常のままになります。コ

ンポーネントまたはノードが正常な状態に戻ると、クラスタは回復し、正常な状態に戻りま

す。

ESXiホスト上で NTPが設定されない
説明

ESXiホストで電源が再投入された場合、障害が発生した場合、またはメンテナンスモードが
開始あるいは終了した場合、NTPサーバが同期されないことがあります。

ESXiホストで NTPを手動で設定する

NTPクライアントを有効にします。

a) vSphere Webクライアントから、[host] > [Manager] > [System] > [Time Configuration] > [User Network
Time Protocol]を選択します。

b) [NTP Service Startup Policy]フィールドから、[Start and stop with host]を選択します。[OK]をクリックし
ます。

c) ストレージクラスタ内の各 ESXiホストに対して繰り返します。

プロビジョニングとは異なるクラスタキャパシティ

説明

HXData Platformプラグイン内で、[Summary]タブのクラスタキャパシティと [Manage]タブの
プロビジョニングされたキャパシティに、ストレージクラスタに割り当てられたストレージ量

と異なる数値の表示されることがあります。これは、次のような状況で発生します。

•クリーナーが未完了。VMは削除されたが、クリーナーが実行されていない。クリーナー
は自動プロセスであり、完了後にクラスタキャパシティとプロビジョニングされた量が一

致する必要があります。クリーナーコマンドに関する情報については、『Cisco HX Data
Platform Command Line Interface Reference guide』を参照してください。

•シックプロビジョニングまたはシッククローン。シックディスクまたはクローンが作成
された場合、HX Data Platformは領域を確保しません。ソフト予約が使用され、データス
トアに使用された領域が表示されますが、領域はストレージクラスタ内で使用されていま

せん。これは、データストアをオーバープロビジョニングすることがないように、管理者

を支援する目的で設計されたものです。
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アクション：ありません。

vShield使用時のストレージコントローラ VMへの接続
Description

vShieldはHXData Platformのアクティビティを妨げます。HXData Platformクラスタへの vShield
のインストールは推奨されません。

アクション：選択した HXコンポーネントを除外する

vShieldをインストールする必要がある場合は、HXストレージコントローラVMおよびvCenter
を vShieldの保護から除外します。https://www.vmware.com/support/pubs/vshield_pubs.htmlにあ
る、VMware vCloudネットワークとセキュリティドキュメントを参照してください。

ステップ 1 vShield Managerをインストールします。

ステップ 2 HyperFlexストレージコントローラ VMおよび vCenter Serverを vShield Appの保護から除外します。

vCenterで、[Host & Clusters] > [Settings & Reports] > [vShield App] > [Exclusion List] > [Add]の順に選択し
ます。各コントローラ VMを stCtlVM<name>で選択します。

ステップ 3 ストレージコントローラへのネットワーク接続を確認します（ping、sshなど）。

ステップ 4 vShieldコンポーネントをインストールして設定します。

ステップ 5 設定が正しく動作することを確認するために、すべての ESXiホストを同時に再起動してデータストアを
オフラインにします。システムをバックアップしてから、手順 3を繰り返します。

SSLv3が無効な状態でソフトウェアのバックアップが失敗する
Description

vSphere 5.5および 6.0 u1の VMwareのバグが原因で SSLv3が無効な場合、バックアップソフ
トウェアが失敗することがあります。

アクション：VMware KB記事を参照します

VMwareの関連記事へのリンクをクリックします。

• vSphere 6.0u1の場合は、「Enabling support for SSLv3 in ESXi (2121021)」（http://kb.vmware.com/selfservice/
microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2121021）を参照してください。

• vSphere 5.5の場合は、「Enabling support for SSLv3 on vSphere 5.5 (2139396)」（https://kb.vmware.com/
selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2139396）を参照してくださ
い。
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https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2139396
https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2139396


クラスタノードの電源をオフにした後、vCenterクラスタからストレー
ジクラスタが見えなくなる

説明

vCenterクラスタ内のノードの電源がオフになっていました。ストレージクラスタは、ダウン
ノード数の許容範囲内であり、正常です。ただし、ストレージクラスタが vSphereを介して管
理できません。

VMware vSphere 6.0の既知のバグです。次を参照してください。
https://communities.vmware.com/thread/514117?start=0&tstart=0

アクション：ノードをリセットする。

ノードの電源をオンにするか、電源がオフのノードを vCenterクラスタから切断します。

インターフェイスの問題

30分後に HX Connect VMページタイムアウトが発生する
説明

アイドル状態のまま 30分が経過すると、HXConnect仮想マシンでページタイムアウトが発生
します。ページに戻って任意の場所をクリックすると、VI SDK invoke exception:; nested

exception is: com.vmware.vim25.NotAuthenticatedというエラーが返されます。

アクション：ログインし直す

HX Connectからログアウトして、もう一度ログインします。

これは、VMwareの既知の問題です。したがって、VMwareKBの「vCenter Server logs report the
error: SOAP session count limit reached (2004663)」も参照してください。

パフォーマンスチャートにノードを再起動している間のギャップが表

示される

説明

HXクラスタでのノード再起動などのイベントによって、システムパフォーマンスが影響され
る場合があります。そのようなイベントが発生している間は、パフォーマンスチャートにデー

タギャップが示されることがあります。

アクション：なし

イベントが完了すると、パフォーマンスチャートのレポート作成が続行されます。

トラブルシューティング項目
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https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2004663


vSphereクライアントに HX Data Platformプラグインが表示されない
Description

Cisco HyperFlexシステムまたは Cisco HX Data Platformが vSphereクライアントまたはWebク
ライアントに表示されません。この問題が発生する場合には、いくつかの状況が考えられま

す。該当する状況に対応したアクションを実行してください。

アクション：オプションを選択します

• HXストレージクラスタの作成後に vCenterサービスを再起動します。

•アップグレード後に vCenterサービスを再起動します。

•既存のクラスタがある vCenterに別のクラスタを追加した後に vCenterサービスを再起動
します。

• Firefoxブラウザに最新の Adobe FlashPlayerをインストールします。

ステップ 1 vCenterサービスを再起動します。

a) vCenter Serverコマンドラインにログインします。
b) vCenterサービスを再起動します。

# ssh root@vc_address # service vsphere-client restart

c) vCenterが再起動するまで待ちます。通常、これには数分かかります。
d) vCenterからログアウトしてから再度ログインし、vCenterインターフェイスが更新されることを確認し
ます。

ステップ 2 Firefoxブラウザに最新の Adobe FlashPlayerをインストールします。

a) Shockwave Flashのバージョンを確認します。

Firefoxブラウザのアドレスバーに about:addonsと入力します。

b) バージョンを確認し、最新の Flash Playerを https://get.adobe.com/flashplayer/からダウンロードしてイン
ストールします。

c) Shockwave Flashのバージョンを再度確認します。
d) 最新の Flashバージョン以外のバージョンがリストされている場合は、古いバージョンを無効にしま
す。

e) vSphere Webクライアントをリロードします。

パフォーマンスチャートの表示が 100%のズームでフォーマットされ
ていない

説明

パフォーマンスチャートの表示が 100%のズームでフォーマットされていません。

トラブルシューティング項目
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オプションのメトリックと小さな解像度を同時に選択すると、正しくフォーマットされていな

いチャートが表示されます。

アクション：チャートのズームを変更する

HX Data Platformプラグインが機能しない
説明

この問題は、新しいクラスタを作成した既存の vCenterで、別のバージョンのHXData Platform
も使用されている場合に発生することがあります。

アクション：vSphereにログインし直す

vSphereクライアントからログアウトして、もう一度ログインします。

トラブルシューティング項目
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